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江
戸
時
代
の
庶
民
に
愛
好
さ
れ
た
文
化
の
ひ
と
つ
に
、

浮
世
絵
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
起
源
は
、
江
戸
時
代
初
頭

の
風
俗
画
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
最
初
期
の

浮
世
絵
師
と
し
て
は
、
菱
川
師
宣（
？
〜
一
六
九
四
）の

名
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
《
見
返
り
美
人
図
》
で
知
ら
れ

る
師
宣
は
、
こ
の
よ
う
な
肉
筆
の
美
人
画
だ
け
で
な
く
、

版
本
挿
絵
や
一
枚
摺
の
版
画
も
盛
ん
に
制
作
し
、
後
の

浮
世
絵
版
画
盛
行
の
端
緒
を
開
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
浮
世
絵
に
は
、
絵
師
の
筆
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
一
点

物
の
肉
筆
画
と
、
木
版
摺
り
に
よ
る
版
画
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
特
に
多
色
摺
り
の
版
画
は
、
そ
れ
以
前
の
墨
摺

り
に
彩
色
を
施
し
た
丹
絵
や
紅
絵
に
比
し
て
、
そ
の
色

彩
の
豊
か
さ
か
ら
錦
絵
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
錦
絵

は
明
和
期（
一
七
六
四
〜
七
二
）に
誕
生
し
、
こ
の
時
期

の
代
表
的
な
浮
世
絵
師
に
は
、
鈴
木
春
信（
一
七
二
五
？

〜
一
七
七
〇
）が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
版
画
技
法
の
発

達
に
よ
り
、
浮
世
絵
は
黄
金
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
浮
世
絵
黄
金
期
を
迎
え
た
寛
政
期（
一
七
八
九
〜
一

八
〇
一
）の
江
戸
の
町
で
、
最
も
高
い
人
気
を
誇
っ
た

浮
世
絵
師
が
歌
川
豊
国（
一
七
六
九
〜
一
八
二
五
）で
す
。

歌
舞
伎
役
者
の
個
性
を
理
想
的
に
描
き
出
し
、
一
世
を

風
靡
し
た
豊
国
は
、
ま
た
多
く
の
門
人
を
抱
え
、
歌
川

派
の
潮
流
は
幕
末
明
治
ま
で
浮
世
絵
界
を
席
巻
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
《
東
海
道
五
拾
三
次
》
な
ど
の
風

景
画
で
知
ら
れ
る
広
重
も
、
歌
川
派
に
学
ん
だ
絵
師
で

す
。
こ
の
歌
川
派
の
画
風
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
肉
筆

画
が
、
実
は
一
宮
市
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
指

定
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
《
紙
本
著
色
浮
世
絵
肉
筆

ひ
し
か
わ
も
ろ
の
ぶ

た
ん
　

え
　
　
　べ
に
　

え

に
し
き
　

え

す
ず
　

き
　

は
る
の
ぶ

う
た
が
わ
と
よ
く
に

ひ
ろ
し
げ

し
　

ほ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
う
き
　

よ
　
え　
に
く
ひ
つ

▲ 写真①愛知県指定文化財《紙本著色浮世絵肉筆観桜図屏風》（個人蔵・一宮市博物館寄託）　　　　　　（右隻）

浮
世
絵
の
は
じ
ま
り

江
戸
の
人
気
浮
世
絵
師

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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岸
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史
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介
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身
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観
桜
図
屏
風
》（
写
真
①
）で
す
。
色
と
り
ど
り
の
衣

装
を
ま
と
っ
た
老
若
男
女
が
進
む
先
に
は
、
な
ご
や

か
な
花
見
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
師
は
不

明
な
が
ら
、
画
中
の
器
に
描
か
れ
た
落
款（
写
真
②
）

か
ら
、
文
政
五
年（
一
八
二
二
）の
作
品
と
分
か
り
ま

す
。
肉
筆
に
よ
る
浮
世
絵
で
す
が
、
人
物
が
数
人
の

グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
、
屏
風
の
継
ぎ
目
を
跨
が

な
い
構
図
は
、
二
、
三
枚
で
ひ
と
つ
の
図
に
な
る
、

続
き
物
の
錦
絵
の
よ
う
で
す
。
江
戸
近
郊
の
王
子
飛

鳥
山
や
品
川
御
殿
山
な
ど
の
桜
の
名
所
は
し
ば
し
ば

錦
絵
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
図
は
そ
の
よ
う
な
名

所
絵
を
屏
風
に
移
し
替
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

歌
川
派
の
特
徴
を
備
え
た
人
物
の
顔
の
描
き
方
は
型

に
は
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
異
彩
を
放

つ
右
隻
の
右
か
ら
七
人
目
の
、
黒
の
羽
織
を
羽
織
っ

た
武
士
風
の
人
物﹇
表
紙
も
参
照
﹈が
、
こ
の
屏
風
の

注
文
主
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
宮
市
博
物
館
で
は
、
普
段
非
公
開
の
こ
の
屏
風

絵
を
特
別
展
「
浮
世
絵
展
」
の
期
間
中
、
二
階
の
常

設
展
示
室
に
て
特
別
公
開
と
し
て
展
示
し
ま
す
。
特

別
展
に
出
品
さ
れ
る
広
重
の
《
東
海
道
五
十
三
次
》

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
一
宮
市
博
物
館
　
　
学
芸
員
　
成
河
 

端
子

　

か
ん
お
う
　

ず
　
び
ょ
う
　

ぶ

▲▲ 写真②左隻第三扇の隠し落款「文政壬午」「孟夏」

（左隻）　写真提供：愛知県庁総務部法務文書課県史編さん室

※壬午（みずのえうま）…干支の１つ。　※孟夏…初夏。陰暦の４月。
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〜
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重

国
芳

国
貞
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お
弟
子
さ
ん
達
が
来
る
時
間
を
見
計

ら
い
な
が
ら
、
炉
に
火
を
入
れ
、
水
指
、

棚
、
茶
器
等
、
座
敷
に
並
べ
る
。

　

障
子
越
し
の
陽
だ
ま
り
に
座
り
、
唯
、

漫
然
と
膝
の
上
で
手
の
平
に
茶
碗
を
載

せ
、
器
の 
口  
造 
り
や
、
表
面
に
表
れ
て

く
ち 
づ
く

い
る
窯
で
焼
か
れ
た 
釉
薬 
の
雨
だ
れ
に

ゆ
う
や
く

似
た
流
れ
具
合
、
そ
れ
に 
蛇
蝎 
の
見
事

じ
ゃ
か
つ

さ
、
胴
や
腰
の
張
り
を
も
強
調
す
る
か

の
様
に 
ã  
台 
に
向
っ
て
い
る
微
妙
な
変

こ
う 
だ
い

化
し
た
色
合
い
、
無
名
だ
が
、
な
ぜ
か

愛
ら
し
さ
さ
え
感
じ
る
。

　

「 
昌 
君
遊
ん
で
な
い
で
早
く
ご
飯
を

マ
ア

食
べ
て
し
ま
い
な
さ
い
。
」

　

い
つ
も
お
経
に
似
た
説
教
に
促
さ
れ
、

両
手
に
余
る
大
き
な
飯
茶
碗
に
半
分
位

入
っ
た
ご
飯
を
、
口
の
ま
わ
り
に
飯
粒

だ
ら
け
に
し
な
が
ら
、
長
い
箸
を
持
っ

て
口
に
運
ん
だ
も
の
だ
が
、
こ
の
仕
草

を
見
て
「
も
う
少
し
行
儀
よ
く
食
べ
ら

れ
な
い
か
。
茶
碗
の
持
ち
方
、
箸
の
使

い
方
で
お
里
が
知
れ
る
と
言
う
よ
。
」

　

友
人
と
共
に
、
茶
道
を
習
い
始
め
た

の
は
、
昭
和
三
十
六
年
頃
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
良
き
指
導
者
の
下
、
茶
道
、

作
法
、
一
般
教
養
を
学
び
、
現
在
迄
茶

道
一
筋
の
人
生
を
誇
り
に
思
い
、
親
し

ん
で
く
れ
た
人
々
に
感
謝
。

　

器
の
肌
を
指
の
は
ら
で
触
れ
た
時
、

す
べ
っ
と
し
た 
処 
、
荒
々
し
く
、
ご
つ

と
こ
ろ

ご
つ
し
た
肌
、
ま
っ
た
り
、
ふ
っ
く
ら

し
た
、
そ
の
か
た
ち
や
色
が
、
そ
れ
な

り
に
調
和
し
、
自
然
を
思
わ
せ
、
行
儀

の
良
さ
が
伺
え
る
。
幾
多
の
お
客
様
、

お
弟
子
さ
ん
が
、
こ
の
器 
を
掌
に 
載
せ

た
な
ご
こ
ろ

た
事
で
あ
ろ
う
か
！
お
弟
子
さ
ん
の
中

に
は
、
結
婚
の
た
め
に
中
断
し
て
も
、

再
び
嫁
ぎ
先
か
ら
、
姑
、
母
、
友
人
を

共
に
し
て
習
い
に
く
る
。
こ
う
し
た
人

々
の
手
の
温
も
り
を
器
は
吸
収
し
て
、

自
身
の
「
わ
び
さ
び
」
に
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

「
お
行
儀
」
「
お
里
」
の
説
教
は
祖

母
で
あ
っ
た
か
、
母
で
あ
っ
た
か
。
今

に
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
実

に
奥
深
く
、
哲
学
に
似
た
含
蓄
の
あ
る

言
葉
だ
。
私
に
と
っ
て
は
、
茶
碗
を
思

い
出
さ
せ
る
言
葉
で
も
あ
る
。
習
い
事

を
し
て
い
る
お
弟
子
さ
ん
達
に
、
心
の

ど
こ
か
で
、
そ
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

「
お
行
儀
」
を
追
求
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

「
親
の
意
見
と
な
す
び
の
花
は
千
に

一
つ
の
無
駄
が
な
い
。
」

　

ふ
と
、
わ
れ
に
か
え
る
と
、

　

「
ス
ー
ッ
、
チ
リ
ン
、
フ
ー
、
ポ
ク

ッ
。
」

　

妙
な
る
音
が
す
る
。
釜
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
古
人
は
「 
松  
風 
」
と
表
し
た
。

し
ょ
う 
ふ
う

風
流
な
「
お
行
儀
」
で
は
あ
る
。 

　
　

器

茶
道
部
門　

同
派
会　

加　

藤　

昌　

義

エッセイ 

器

露地の風情

妙なる音がする茶釜
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私
の
所
属
し
て
い
る
一
宮
音
楽
家
協

会
は
、
全
会
員
が
声
楽
や
ピ
ア
ノ
・
フ

ル
ー
ト
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
の
指

導
者
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
春
の
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
と
秋
の
定
期
演
奏
会
で
、

日
頃
研
鑽
し
て
い
る
演
奏
を
お
客
様
の

前
で
披
露
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
各
自

で
演
奏
会
を
行
っ
た
り
、
学
校
の
講
師
、

公
民
館
や
自
宅
で
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
、

指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
五
月
六
日
に
第
八
回

小
島
∞
子
五
十
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。
私
は
一
九
八
〇
年

の
第
一
回
か
ら
一
九
九
八
年
の
第
七
回

ま
で
、
数
年
お
き
に
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
は
も
う
一
度
や
り

た
い
と
思
う
反
面
、
実

行
に
移
す
苦
労
を
考
え

る
と
中
々
踏
み
切
れ
ず
、

間
が
空
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
学
を
出
て
五

十
年
経
ち
、
声
が
出
て

健
康
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
今
こ
そ
と
奮
起
し
て
、
三
年
ぐ
ら
い

前
に
五
十
周
年
リ
サ
イ
タ
ル
を
し
よ
う

と
決
心
し
ま
し
た
。
一
人
で
計
画
す
る

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
、
会
場
決
め
・

伴
奏
者
・
チ
ラ
シ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
な
ど
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
大
前
和
代
さ
ん

に
お
願
い
し
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
渡
辺

由
香
さ
ん
に
、
ま
た
長
年
指
導
し
て
い

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
一
宮
マ
ザ
ー

ズ
・
エ
コ
ー
」
の
皆
さ
ん
に
も
一
緒
に

出
演
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
出
演
者
を

決
め
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
が
満
足
す

る
リ
サ
イ
タ
ル
に
す

る
こ
と
よ
り
も
、
聞

い
て
く
だ
さ
る
お
客

様
に
「
今
日
の
演
奏

会
は
良
か
っ
た
ね
」

と
満
足
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
な
が

ら
進
め
ま
し
た
。

　

選
曲
は
、
ま
ず
一

番
難
題
の
コ
ー
ラ
ス

の
曲
を
考
え
、
少
し

難
し
い

か
な
と

思
い
な

が
ら
も
、

一
年
半

ぐ
ら
い

前
か
ら

コ
ー
ラ

ス
の
練

習
に
入

り
ま
し
た
。
や
は
り
難
し
い
曲
は
思
う

よ
う
に
表
現
で
き
ず
、
曲
を
変
え
親
し

み
や
す
い
「
三
つ
の
汽
車
の
歌
（
汽
車

・
汽
車
ポ
ッ
ポ
・
汽
車
ぽ
っ
ぽ
）」
合

唱
組
曲
「
時
は
流
れ
て
も
」
よ
り
内
三

曲
を
選
び
、
一
部
の
後
半
に
設
定
し
ま

し
た
。
自
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
部
の

前
半
は
懐
か
し
い
外
国
の
歌
曲
「
夢
路

よ
り
」
・
「
庭
の
千
草
」
他
と
し
、
後

半
は
日
本
の
心
に
し
み
る
歌
曲
「
か
ら

た
ち
の
花
」
・
「
こ
の
道
」
他
と
し
ま

し
た
。

　

第
二
部
は
三
つ
に
区
切
り
、
最
初
は

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
伴
っ
た
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
の
オ
ペ
ラ
《
テ
ィ
ト
の
慈
悲
》
、
第

二
曲
目
は
日
本
の
代
表
的
な
オ
ペ
ラ

《
夕
鶴
》
よ
り
「
つ
う
の
ア
リ
ア
」
の

最
後
の
部
分
に
し
ま
し
た
。
こ
の
曲
は

鶴
の
恩
返
し
の
お
話
の
オ
ペ
ラ
で
、
皆

さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
曲
で
す
。
二

部
の
最
後
は
、
自
分
と
伴
奏
者
、
そ
し

て
コ
ー
ラ
ス
全
員
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
映

画
《
眠
り
の
森
の
美
女
》
か
ら
「
小
鳥

の
歌
」
「
あ
ら
不
思
議
」
「
い
つ
か
夢

の
中
で
」
を
歌
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら

最
後
ま
で
歌
っ
た
り
、
指
揮
を
し
た
り
、

見
る
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
着
替
え
た
り
と
、
二
時
間
余
り
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
ア
ン
コ

ー
ル
に
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
か
ら
「
恋
の

バ
カ
ン
ス
」
を
自
ら
の
指
揮
と
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
ピ
ア
ノ
、
コ
ー
ラ
ス
で
歌
い
、

も
う
一
曲
は
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

「
赤
と
ん
ぼ
」
を
歌
っ
て
幕
と
し
ま
し

た
。

　

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
今
ま
で
長
い

間
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お

礼
を
し
た
い
と
の
思
い
で
計
画
を
し
、

コ
ー
ラ
ス
の

方
々
に
も
協

力
い
た
だ
き
、

素
敵
な
会
に

な
り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な

っ
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
　

五
十
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル

声
楽
・
合
唱
部
門　

一
宮
音
楽
家
協
会　

小　

島　
 
　

子

活 動 

リサイタルより

一宮マザーズ・エコーの皆さん

クラリネット助奏による演奏
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第70回
今年の「一宮市芸術祭」は
次のとおり開催されます。
ぜひお出掛けください。

団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

一 宮 美 術 作 家 協 会博物館常設展
観覧料２００円一宮市博物館AM ：̇３０～PM ：̂００

（１３日はPMı：３０まで）

˘月２９日º
～

˙月１３日∂
（３１日・̄ 日を除く）

2015
一宮美術作家協会展

グループ絵ごころ三美会

入場無料

三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（Ú日はPMÚ：００～、
˜日はPMı：００まで）

˙月Ú日∏

　～˜日∂
三 美 会 展

桃 墨 会
AM ：̇００～PM ：̂００
（˘日はPMÚ：００～、
１３日はPMı：３０まで）

˙月˘日∏

　～１３日∂

第17回　　　　
桃 墨 会 展

一 面 会玉 堂 記 念
木曽川図書館

AM１０：００～PM ：̃００
（˘日はPMÒ：００～、
１３日はPMı：００まで）

˙月˘日∏
　～１３日∂
（１０日を除く）

第31回 一 面 会
能・狂言面作品展

一 宮 写 真 協 会博物館常設展
観覧料２００円一宮市博物館AM ：̇３０～

PM ：̂００
˙月１７日∫
　～２７日∂
（２４日を除く）

一 宮 写 真 協 会 
選 抜 写 真 展

尾 西 美 術 連 合

入場無料

三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（２３日はPMı：００まで）

˙月１８日ª

　～２３日¥

第12回　　　　
尾 西 展

尾 張 も め ん 伝 承 会玉 堂 記 念
木曽川図書館

AM１０：００～PM ：̂００
（２７日はPMı：００まで）

˙月２２日¥
　～２７日∂
（２４日を除く）

第26回　　　　
手つむぎ・染め・織り展

麗 筆 会一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～PM ：̂００
（２７日はPMı：００まで）

˙月２５日ª

　～２７日∂

第51回　　　　
麗 筆 会 展

尾 西 面 打 会三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PMı：３０
（２６日はAM１０：００～）

˙月２６日º

　～２７日∂
尾西面打会作品展

あ ざ み の 会一宮スポーツ
文化センター

AM ：̇３０～PM ：̂００
（Ú日はPMÚ：００～、
ı日はPMı：００まで）

１０月Ú日∫

　～ı日∂

第11回　　　　
あざみの会 絵画展

楽 し く 描 こ う 会尾西歴史民俗
資 料 館

AM ：̇００～PM ：̂００
（˜日はAM１０：００～、
１１日はPMı：００まで）

１０月˜日∏

　～１１日∂

楽しく描こう会
水 彩 画 展

ゆ ず の 会

一宮スポーツ
文化センター

AM ：̇３０～PM ：̂００
（¯日はPMÒ：３０～、
１１日はPMı：００まで）

１０月¯日π

　～１１日∂
ゆずの会作品展

山 ぶ ど う の 会AM ：̇３０～PM ：̂００
（１１日はPMı：００まで）１０月˘日∫

　～１１日∂

山ぶどうの会展

土 筆 の 会
AM ：̇３０～PM ：̂００
（˘日はAM１０：００～、
１１日はPMı：００まで）

土 筆 の 会 展

一 宮 狂 俳 壇 連 盟
５００円

葉栗公民館PMÚ：００～
PM ：̂００１０月１０日º狂 俳 大 会

尾 西 俳 句 会尾 西 生 涯
学習センター

AM１０：３０～
PM ：̂００１０月１１日∂尾 西 俳 句 大 会

一 宮 茶 道 協 会１，８００円真清田神社AM１０：００～
PMÙ：００１０月１２日¥市 民 茶 会

花 畑入場無料ふれあいセンター
た く み

AM１０：００～PMı：３０
（２３日はAM１１：００まで）

１０月１５日∫
　～２３日ª
（土曜・日曜・祝日を除く）

花畑スケッチブック展

１冊　８００円
随想・随筆、現代詩、漢詩、短歌、俳句、川柳、狂俳の市民文芸集

１０月１７日º

いちのみや文芸２０１５
発 刊

講師：武田双雲さん
（書道家）

入場無料
（要入場整理券）

一宮市民会館PMÚ：３０～
PMÙ：００文 化 講 演 会

一 宮 シ テ ィ 合 奏 団５００円アイプラザ一宮PMÛ：００～
PMı：００１０月１８日∂

一宮シティ合奏団
第２２回定期演奏会

尾西ウィンドオーケストラ一般１，０００円
中学生以下無料尾西市民会館PMÛ：００～

PMı：００１０月１２日∂
尾西ウィンドオーケストラ
第７６回定期演奏会 平成27（2015）年9月　６　いちのみやの芸術文化
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団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

一 宮 謡 曲 同 好 会入場無料産業体育館AM ：̇２０～
PMı：３０

１０月２５日∂

秋 季 謡 曲 大 会

一 宮 音 楽 家 協 会５００円アイプラザ一宮PMÛ：００～
PMı：００

第４３回一宮音楽家協会 
定 期 演 奏 会

一 宮 華 道 連 盟
入場無料

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～PMı：００
（Ú日はPMÙ：３０まで）

１０月３１日º
～

１１月Ú日∂

第70回　　　　
一宮市民華道展

一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会AM ：̇２０～
PMı：３０

１１月Ù日¥

一宮吟剣詩舞道大会

一 宮 俳 句 協 会８００円AM１１：００～
PMı：３０俳 句 大 会

一 宮 現 代 詩 協 会参加無料PMÚ：００～
PMı：００

１１月˘日∂

一 宮 現 代 詩 祭

真 清 短 歌 会５００円PMÚ：００～
PMı：３０市 民 短 歌 大 会

一 宮 茶 道 連 盟８，０００円妙 興 寺AM ：̇００～
PMÙ：００１１月１５日∂一宮茶道連盟茶会

（公社）中部日本書道会
一 宮 支 部

入場無料

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PMı：００

（２１日はPMÚ：００から）

１１月２１日º

　～２２日∂

第61回中部日本書道会
一 宮 支 部 展

第44回中部日本書道会
一宮支部学生書道展

尾西芸能祭実行委員会
尾西生涯学習 
セ ン タ ー

PMÒ：００～
PMı：００尾 西 芸 能 祭

尾西華道展・お茶会
実 行 委 員 会

AM１０：００～
PMı：００

（お茶会はPMÙ：００まで）
尾西華道展・お茶会

山 瑩 会尾西商工会館AM ：̇４５～
PMı：００１１月２２日∂

曾山流樹徳吟詠会山瑩会
錬 成 会

一 宮 三 曲 協 会一宮スポーツ
文化センター

AM１０：３０～
PMı：３０１１月２３日¥

一 宮 三 曲 協 会
定 期 演 奏 会

水 絵 の 会三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（２５日はPMÚ：００～、
２９日はPMÙ：３０まで）

１１月２５日π

　～２９日∂
水 絵 の 会 展

一 宮 合 唱 協 会アイプラザ一宮PMÒ：３０～
PMı：２０

１１月２９日∂

一 宮 合 唱 祭

特定非営利活動法人
旭 雅 楽 会一宮市民会館PMÚ：３０～

PMÙ：３０
第ˆ回
雅楽フェスティバル

尾西ガリバンバンの会三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（Ú日はPMÚ：００～、
˜日はPMı：００まで）

１２月Ú日∏

　～˜日∂

ガ リ バ ン バ ン
水 彩 画 展

一 宮 漢 詩 濤 聲 會中央図書館AM１１：００～
PMÙ：００１２月Ù日∫

濤聲會漢詩創作教室開設十周年 
作品発表会と特別講演

尾西ウィンドオーケストラ一般７００円
中学生以下無料アイプラザ一宮PM ：̃００～

PM ：̆００１２月ˆ日ºファミリーコンサート

一 宮 市 民 吹 奏 楽 団前売４００円
当日５００円一宮市民会館PMÚ：３０～

PMÙ：３０１２月˜日∂
一宮市民吹奏楽団
第４０回定期演奏会

尾 西 作 家 協 会
入場無料

三 岸 節 子
記念美術館

AM ：̇００～PM ：̂００
（˘日はPMÚ：００～、
１３日はPMı：００まで）

１２月˘日∏

　～１３日∂

第13回
尾西作家協会展

パ レ ッ ト 会玉 堂 記 念
木曽川図書館

AM１０：００～PM ：̂００
（１５日はPMÚ：００～、
２０日はPMı：００まで）

１２月１５日∏

　～２０日∂
パレット水彩画展
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企
画
展「
一
宮
写
真
協
会
選
抜
写
真
展
」

日
時
e
９
月　

日
∫
〜　

日
∂

１７

２７

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
感
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
表
現
力

で
、
熱
い
思
い
を
込
め
た
写
真

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
浮
世
絵
展〜

描
か
れ
た
風
景
〜
」

日
時
e　

月
３
日
º
〜　

月　

日
¥

１０

１１

２３

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
江
戸
時
代
の
人
気
浮
世
絵
師
・

歌
川
広
重
の
《
東
海
道
五
拾
三

次
》
の
内
、
保
永
堂
版
全　

図
５５

及
び
そ
の
変
わ
り
刷
り
等
を
展

示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
０
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

 

「
浮
世
絵
展
」
関
連
事
業

　

講
演
会

日
時
e
①　

月　

日
∂
②　

月
８
日
∂

１０

１８

１１

午
後
１
時　

分
〜
３
時（
開
場

３０

は　

分
前
）

３０

講
師
e
①
神
谷
浩
氏（
国
際
浮
世
絵
学

会
常
任
理
事
・
名
古
屋
市
博
物

館
副
館
長
）②
前
田
詩
織
氏（
中

山
道
広
重
美
術
館
学
芸
員
）

内
容
e
浮
世
絵
や
歌
川
広
重
の
魅
力
に

つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
す
。

会
場
e
妙
興
寺
公
民
館

定
員
e
１
５
０
名（
要
整
理
券
）

※
各
日
、
正
午
よ
り
博
物
館
に
て
整
理

券
を
配
付
。
た
だ
し
、
聴
講
に
は
本

展
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。

企
画
展
「
Û
Ò
Ú
ˆ

一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀
選
展
」

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月　

日
∂

１１

２８

１２

１３

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
第　

回
一
宮
市
美
術
展
市
長
賞

７３
受
賞
者
・
依
頼
出
品
者
、
一
宮

美
術
作
家
協
会
・
一
宮
書
道
協

会
・
一
宮
写
真
協
会
推
薦
者
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
一
宮
の
文
人
野
村
一
志
と

土
田
麦
僊
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
展
」

日
時
e　

月
３
日
º
〜　

月　

日
¥

１０

１１

２３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
装
飾
性
に
あ
ふ
れ
た
清
楚
な
作

品
で
知
ら
れ
る
日
本
画
家
の
土

田
麦
僊
を
は
じ
め
、
一
宮
の
文

人
野
村
一
志
と
交
流
の
あ
っ
た

画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

８
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

４
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
０
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
・
常

６５

設
展
観
覧
料
を
含
む

常
設
展
「
三
岸
節
子ヨ

ー
ロ
ッ
パ
探
訪
」

日
時
e　

月
３
日
º
〜
１
月　

日
∂ 

１０

１７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
心
に
響
く
風
景
を
描
い
た
画
家

は
、
新
の
風
景
画
家
と
成
り
得

た
の
か
。
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
に
広
が
る
情
景
を
、
独
自
の

風
景
画
作
品
に
問
い
ま
す
。

8

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》

「奇跡の一本松」　武山 翠屋

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館
、　

月　

日
∑
〜

１２

２８

１
月
４
日
∑
休
館

※
９
月　

日
∑
〜　

月
２
日
ª
は
臨
時
休
館

２８

１０

い
た
し
ま
す
。
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観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
・
特

６５

別
展
期
間
中
は
そ
の
観
覧
料
に
含
む

秋
季
特
別
展「

い
ち
の
み
や
の
山
車
祭
礼
」

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月　

日
¥

１０

１７

１１

２３

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
市
域
の
山
車
祭
礼
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

「
い
ち
の
み
や
の
山
車
祭
礼
」関
連
事
業

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
e　

月　

日
∂

１０

２５

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

内
容
e
担
当
学
芸
員
が
特
別
展
の
見
ど

こ
ろ
を
解
説
し
ま
す
。

※
聴
講
無
料

講
演
会

日
時
e
①　

月
１
日
∂
②　

月　

日
∂

１１

１１

１５

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

講
師
e
①
鬼
頭
秀
明
氏（
一
宮
市
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
）②
久
保

智
康
氏（
叡
山
学
院
教
授
）

内
容
e
①
一
宮
の
山
車
祭
礼
の
系
譜

②
飾
り
金
具
か
ら
わ
か
る
山
車

の
系
譜
と
そ
の
歴
史

※
聴
講
無
料

歴
史
講
座「

美
濃
路
探
訪　

秋
〜
美
濃
偏
」

日
時
e　

月　

日
∂

１０

１８

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
美
濃
に
残
る
美
濃
路
の
史
跡
を

見
学
し
ま
す
。

定
員
e　

名
３５

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
。
詳
し
く
は

９
月
号
広
報
を
参
照
。

「
第　

回
も
み
じ
ま
つ
り
」

１５

日
時
e　

月　

日
º
・　

日
∂

１１

２１

２２

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

（
お
茶
会
は
３
時
ま
で
）

内
容
e
旧
林
家
住
宅
を
会
場
に
お
茶
会

や
山
野
草
展
、
筝
の
演
奏
な
ど

を
２
日
間
に
わ
た
り
催
し
ま
す
。

入
場
料
e
無
料（
お
茶
会
は
３
０
０
円
）

「
桂
九
雀　

落
語
会
」

日
時
e　

月　

日
¥

１１

２３

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
２
時（
予
定
）

１０

内
容
e
創
作
落
語
「
朝
抹
茶
」
を
鑑
賞

し
、
江
戸
時
代
の
料
理
を
味
わ

い
ま
す
。

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
。
詳
し
く
は

　

月
号
広
報
を
参
照
。

１０
一
宮
市
立
図
書
館　

周
年
記
念
展

100

日
時
e　

月
４
日
ª
〜　

日
∫

１２

１７

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

内
容
e
一
宮
市
立
図
書
館
１
０
０
年
の

あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

鼓
童
ワ
ン
・
ア
ー
ス
・
ツ
ア
ー 
Û
Ò
Ú

ˆ
〜
永
遠　

演
出　

坂
東
玉
三
郎

太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」

日
時
e
９
月　

日
∂　

午
後
６
時　

分

２７

３０

〜
（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
Ｓ
席　

５
、
５
０
０
円

Ａ
席　

４
、
０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

「
第　

回　

う
た
ご
え
喫
茶
」

１１

あ
の
素
晴
ら
し
い
青
春
を
も
う
一
度

〜
肩
寄
せ
、歌
い
か
わ
そ
う
心
の
う
た

を
〜

日
時
e　

月　

日
º　

午
前　

時　

分

１１

２１

１０

３０

〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
e
１
階
大
会
議
室

入
場
料
e
１
、
２
０
０
円

※
全
席
自
由
・
未
就
学
児
入
場
不
可

※
お
飲
み
物
、
お
菓
子
付
き

「
素
人
ち
ん
ど
ん
祭
」

日
時
e　

月　

日
∂

１０

１８

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
e
ア
マ
チ
ュ
ア
が
参
加
す
る
チ
ン

ド
ン
コ
ン
ク
ー
ル
や
パ
レ
ー
ド
、

太
鼓
や
大
道
芸
の
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
す　

会
場
e
萩
原
商
店
街

入
場
料
e
無
料（
以
下
同
じ
）

「
び
さ
い
ま
つ
り
」

日
時
e　

月　

日
º
・　

日
∂

１０

２４

２５

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

内
容
e
十
二
単
を
着
た
織
姫
が
輦
台
に

担
が
れ
て
登
場
す
る
「
織
姫
パ

レ
ー
ド
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
場
e
市
尾
西
庁
舎
周
辺

※
８
月　

日
∑
〜
９
月　

日
º
は
臨
時
休
館

３１

１９

い
た
し
ま
す
。
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「
第　

回
一
宮
菊
花
大
会
」

３９

日
時
e　

月　

日
º
〜　

月
８
日
∂　

１０

３１

１１

 
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（　

日
º
は　

時
〜
）

３１

１０

内
容
e
菊
の
愛
好
家
が
丹
精
こ
め
た
作

品
の
数
々
を
一
堂
に
展
示
し
ま

す
。

会
場
e
国
営
木
曽
三
川
公
園
１
３
８
タ

ワ
ー
パ
ー
ク

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
９
月
１
日
∏
・　

月
６
日
∏

１０

　

月　

日
∏
・　

月
１
日
∏

１１

１０

１２

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）２
２
８
６

５１

日
時
▼
９
月　

日
º
・　

月　

日
º

１２

１１

１４

　

月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

１２

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１３

１０

１１

　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

１３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料　

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
９
月　

日
º
・　

月　

日
º

２６

１０

２４

　

月　

日
º　

午
前　

時
〜

１１

２８

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。（
初
心
者

歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂

２７

１０

２５

　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂　

１１

２２

１２

２０

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）６
９
５
１

４５

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂

２７

１０

２５

　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１１

２２

１２

２０

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

１８

会
場
▼
熱
田
社（
千
秋
町
加
納
馬
場
）他

内
容
▼
道
行
打
囃
子
を
演
奏
し
な
が
ら

獅
子
屋
形
を
曳
き
回
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１０

２３

行
先
▼
恵
那
峡（
恵
那
市
）他

定
員
▼　

名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

４０抽
選
）

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円（
昼
食
は
持
参
、も

し
く
は
目
的
地
で
購
入
可
）

申
込
み
▼
９
月　

日
∫
ま
で
に
事
務
局

２４

へ
連
絡
A（　

）７
０
７
５

８５

10

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
秋
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
馬
場
獅
子
屋
形
打
囃
子
保
存
会

秋
祭
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
濤
聲
會
定
例
会
』
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※
当
日
、
別
会
場
に
て
句
会
も
行
い
ま

す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１０

２５

会
場
▼
八
幡
神
社（
丹
陽
町
重
吉
）

内
容
▼
神
前
に
甘
酒
と
強
飯
を
供
え
、

お
神
楽
を
奉
納
し
ま
す
。
甘
酒

と
強
飯
は
参
拝
者
に
振
る
ま
わ

れ
ま
す
。

「
第　

回
愛
知
県
文
連
美
術
展
」

４０

会
期
e
９
月　

日
∏
〜　

月
４
日
∂

２９

１０

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（
２
日
は
午
後
８
時
ま
で
、４
日

は
午
後
４
時
ま
で
）　

会
場
e
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
e
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
愛
知
県
民
茶
会
」

期
日
e　

月　

日
∂

１０

１８

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場
e
扶
桑
町
中
央
公
民
館

扶
桑
文
化
会
館

設
席
e
一
宮
茶
道
連
盟
他

茶
券
e
前
売
券
８
０
０
円（
２
席
）

　
　
　

当
日
券
５
０
０
円（
１
席
）

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
西
尾
張
部
芸
能
大
会
」

期
日
e　

月　

日
∂

１１

２９

午
後
１
時　

分
〜（
開
演
予
定
）

１５

会
場
e
弥
富
市
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

入
場
料
e
無
料

当
協
会
出
演
団
体
e
津
軽
三
味
線
恋
糸

（
邦
楽
部
門
）

【
会
期
】　

月　

日
∫
〜　

日
∂　

午
前

１１

１２

１５

９
時　

分
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は

３０

４
時　

分
）

３０

【
会
場
】一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

（
一
宮
市
真
清
田
１
―
２
―　

）
３０

【
募
集
種
目
】日
本
画
／
洋
画
／
彫
刻
・
立

体
／
工
芸
／
デ
ザ
イ
ン
／
書
／
写
真

【
主
催
】一
宮
市
･
一
宮
市
教
育
委
員
会

【
作
品
搬
入
】　

月
７
日
º
・
８
日
∂

１１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

【
出
品
規
定
】１
種
目
に
つ
き
１
人
１
点

と
し
、
他
の
公
募
展
・
コ
ン
ク
ー
ル

に
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
中
学
校

卒
業
以
上
の
年
齢
の
者
で
、
市
内
市

外
は
問
わ
な
い
。

【
出
品
料
】無
料

【
規
格
】

日
本
画
▼　

号
以
上
１
０
０
号
以
内
で

２０

額
入
り
。ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又

は
針
金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

洋
画
▼　

号
以
上
１
５
０
号
以
内
で
額

２０

入
り
。
版
画
は
４
号
以
上
で
額
入
り
。

ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又
は
針
金
）

を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

彫
刻
・
立
体
▼
制
限
な
し
。（
安
定
し
て

展
示
で
き
る
作
品
）

工
芸
▼
制
限
な
し
。
壁
面
展
示
の
作
品

に
は
ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又
は

針
金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

デ
ザ
イ
ン
▼
Ａ
２
サ
イ
ズ
以
上
Ｂ
１
サ

イ
ズ
以
下
で
パ
ネ
ル
張
り
。
小
型
は

パ
ネ
ル
に
構
成
。
ポ
ス
タ
ー
フ
レ
ー

ム
可
。（
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
・
Ｃ

Ｇ
等
表
現
自
由
）ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊

ひ
も（
又
は
針
金
）を
取
り
付
け
て
お

く
こ
と
。

書
▼
仕
上
が
り
寸
法
は　

⁄
×　

⁄

９１

９１

（
３
尺
×
３
尺
）又
は
半
切
以
上
・
１

７
６
⁄
×　

⁄
以
下
。
縦
横
自
由
。

４８

枠
張
り
又
は
額
装
。
篆
刻
は
二
印
以

内
で
印
影
の
み
と
し
、
縦　

⁄
×
横

３９

　

⁄
と
す
る
。
刻
字
は
１
㎡
以
内
と

３０す
る
。規
定
の
用
紙
に
墨
書（
パ
ソ
コ

ン
可
）に
よ
る
釈
文
を
添
付
す
る
こ

と
。

写
真
▼
全
紙
以
上
で
パ
ネ
ル
張
り
。（
木

製
パ
ネ
ル
に
限
る
）
額
不
可
。
た
だ

し
、
組
写
真
は
半
切
以
上
２
枚
以
内
。

（
作
品
裏
面
で
固
定
す
る
こ
と
）

【
作
品
搬
出
】　

月　

日
∂
午
後
５
時
〜

１１

１５

７
時（
予
備
日
）　

月　

日
∏
午
前
９

１１

１７

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

【
問
い
合
わ
せ
先
】一
宮
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
・
文
化
グ
ル

ー
プ
A（
０
５
８
６
）　

―
７
０
７
５

８５
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第　

回
７３

　
一
宮
市
美
術
展

　
　
　
　
　

開
催
要
項

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を募集します。�
掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月の前々月15日までに、�
下記の必要事項を任意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時　⑤会場 
⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他必要事項 
〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》

『
重
吉
甘
酒
祭
保
存
会　
甘
酒
祭
』
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［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 5　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会


